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重点的に取り組む分野 
       内容        評価 
（１）審査上屋における改修等工事に関する

調達 

一般競争入札を行った結果一者応札となった

ことから、平成 27年度においては、新たに以

下の取組を実施することで、適正な調達を目指

す。 

① 入札参加辞退した事業者に対し、辞退した理

由等を聴取し、平成 27 年度案件においては聴取

した理由等を反映させて仕様の見直しを図る。 

 

評価指標（競争契約に占める一者応札割合） 

一者応札件数   競争入札全体に 

占める割合 

平成 26 年度   13 件   （39％） 

平成 27 年度   26 件   （44％） 

→一者応札の割合が上昇した。そのため 

平成２８年度計画にて引き続き取組を継続

することとする。 

（２）事務用品に関する調達 

官公需法の観点から、中小企業との契約が大企

業との契約と比べて実績が少ないが、平成 27

年度においては、少額随契案件も含めた契約に

おいて積極的に中小企業・小規模事業者に対し

て調達を図り、官公需契約全体における中小企

業との契約実績比率の向上を目指す。 

 

評価指標（官公需実績調査） 

 

平成 26 年度  

事務用品官公需契約総額 50,496,107 円 

内 中小企業向け契約総額  34,145,043 円 

  中小企業向け契約割合（67.6％） 

 

平成 27 年度  

事務用品官公需契約総額 50,695,737 円 

内 中小企業向け契約総額  42,366,360 円 

  中小企業向け契約割合（83.6％）  

 

→中小企業向け契約割合が１６％上昇させ

る事ができた。 

 


